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研究の目的

学習活動の「道具」の実現
職場（あるいは組織）のメンバ が 互いの失敗やヒヤリ職場（あるいは組織）のメンバーが、互いの失敗やヒヤリ
ハット経験から、なるべく多くのことを学習できるようにする
ためのデータベースの開発

失敗やヒヤリハットの経験を共有するためのデータベース
は数多くある。事例が多数登録されているが、十分活用さ
れているとは言い難い（宝の持ち腐れ状態）れているとは言い難い（宝の持ち腐れ状態）

内発的デ タベ スの開発内発的データベースの開発
外発的動機

外的報酬に基づく動機（義務 賞罰 強制等）外的報酬に基づく動機（義務、賞罰、強制等）

内発的動機
行動そのものが目的（知的好奇心等）
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研究の目的

心理学的知見
外発的動機づけよりも内発的動機づけの方が 質の高い外発的動機づけよりも内発的動機づけの方が、質の高い
行動が長く続く

外発的動機づけを強調・多用していると、言われなければ、

[1]

外発的動機づけを強調 多用していると、言われなければ、
あるいは賞や罰がなければしないという傾向が助長される

内発的デ タベ スの開発

[2]

内発的データベースの開発
自らのために、自ら作成し、自ら活用するデータベース

最初は外発的であっても それが徐々に内発的に移行して

どのようなデータベースであるべきか？その実現方法は？

最初は外発的であっても、それが徐々に内発的に移行して
いく過程を支援

どのようなデータベースであるべきか？その実現方法は？

データベース自体の設計だけでなく、作成・活用する
プロセス（運用方針）も含めて検討
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プロセス（運用方針）も含めて検討

３年間の研究の概要

平成１８年度

内発的データベースが満たすべき必要要件を整理

平成１９年度

必要要件のうち、実現が難しいと思われる必要要件の実現必要要件のうち、実現が難しいと思われる必要要件の実現
方法を検討

平成２０年度

内発的デ タベ スの試作と評価内発的データベースの試作と評価
（原子力発電所で働く３０名の監督者に試用をお願いした）
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内発的データベースが満たすべき必要要件

既存のデータベース開発・専門家の意見等を参考に整理
過去の失敗から学ぶ為のデ タベ ス過去の失敗から学ぶ為のデータベース
内発的な利用を促進するデータベース が満たすべき要件

①組織として学習することのメリットが発揮されなければならない
②利用者間の交流の場としての役割を果たす必要がある
③ 際 づ 促進 ば③学習の際の気づき・知識の汎化を促進しなければならない
④個人の知識や理解度に合わせた情報の提供と整理を可能と

するべきするべき
⑤学習するのに必要十分な情報を提供する必要がある
⑥データベースの活用の仕方が具体的に提示される必要がある
⑦習慣として活用するデータベースとする必要がある
⑧継続的にコンテンツが更新されなければならない
⑨その他
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⑨その他

必要要件①：組織としての学習の促進①

組織として学習することのメリットが発揮されなければ
ならない

①
ならない

組織として学習するメリットがなければわざわざ利用しない

ある程度は個人で整理可能ある程度は個人で整理可能

個人で学習するよりも効率よく、かつ効果的に学習できる

見聞きした とが無 事例 別 観点から 見方等見聞きしたことが無い事例、別の観点からの見方等、
個人だけでの学習では得られないものが得られる
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必要要件②：交流・知識の共有の促進②
利用者間の交流の場としての役割を果たす必要がある

これまでの「データベース化」は一方的な知識の伝承であった

②

これまでの「デ タベ ス化」は 方的な知識の伝承であった
知識保有者：何も変化しない

学習者：知識を利用できる能力を備えた者だけが利用できる

「学習者→知識保有者」、「学習者←→学習者」という知識の
流れを実現する必要がある

知識保有者：どのような知識が真に必要とされているかが分かる

現有の知識が、より良い知識になっていく

学習者 知識の有効利用の方法も知ることができる学習者：知識の有効利用の方法も知ることができる
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必要要件③：学習の際の気づきを支援③ 気

学習の際の気づき・知識の汎化を促進しなけれ③

ばならない

利用者が事例を検索する場合、その利用者が事例を検索する場合、その
事例は学習することが必要であると
認識しているものであるが、それだけ認識しているものであるが、それだけ
では学習内容が偏る可能性がある

結果 知識の汎化が進まず 応用が結果、知識の汎化が進まず、応用が
利かない可能性がある
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必要要件④：個人のニーズへの対応④

個人の知識や理解度に合わせた情報の提供と整理を
可能とするべき

④
可能とするべき

利用者全ての知識体系は一致しない

熟練者に有用な情報 初心者に有用な情報は異なる熟練者に有用な情報、初心者に有用な情報は異なる

データベースというオンラインシステムを利用しているにも関
わらず 改めて自分のＰＣや紙ベ スで整理しなおすのはわらず、改めて自分のＰＣや紙ベースで整理しなおすのは、
効率が悪い
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必要要件⑤：必要十分な情報の提供⑤

学習するのに必要十分な情報を提供する必要がある

当然 最低限の情報は含まれている必要がある

⑤

当然、最低限の情報は含まれている必要がある

学習により体系的な知識を身につけ、応用するためには、
当該事例を記憶するだけでなく 関連 周辺事例も含めて理当該事例を記憶するだけでなく、関連・周辺事例も含めて理
解しておく必要がある
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必要要件⑥：活用方法の明確化⑥

データベースの活用の仕方が具体的に提示される必⑥

要がある

データベースの設計者以外が有効な活用方法を自ら考えるデ タ 設計者以外 有効な活用方法を自 考 る
のは非常に難しい

「誰が」、「どのような場面で」、「どのように」活用するのかと
いうことを明示する必要がある
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必要要件⑦：習慣としての活用の促進
必要要件⑧：継続的なコンテンツの更新

習慣として活用するデータベースとする必要がある⑦

通常業務の一部に自然な形で組み込まれた利用

継続的にコンテンツが更新されなければならない

継続的に更新されない（常に新しいコンテンツがない）と、

⑧

一般的に参照される頻度が減少する
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必要要件⑨：その他⑨

学習の進捗状況を容易に参照可能

過去に閲覧したことがある情報はどれか

まだ閲覧したことがない情報はどれか

最近新しく追加されたデータはどれか

活用している・役に立っているという明確な達成感が
得られる得 れる

誰がどのデータをどの程度充実させたか

自分が作ったものがどの程度役立っているか自分が作ったものがどの程度役立っているか
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各必要要件の実現方法（１）

①組織として学習することのメリットが発揮されなければ
ならないならない

②利用者間の交流の場としての役割を果たす必要がある

メンバーが自ら事例を登録・互いに閲覧可能にする
見聞きしたことが無い事例のやりとり

各事例毎に掲示板を提供各事例毎に掲示板を提供
メンバーが相互に意見を述べ合う・評価する

互いに改善提案を出し合う互いに改善提案を出し合う

メンバーが自ら事例を修正する

別途期待される効果別途期待される効果

自分でデータを登録・修正することにより、「自分たちのデータ
ベースである」という感覚を醸成
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登録される事例の質を向上できる



各必要要件の実現方法（２）

③学習の際の気づき・知識の汎化を促進しなければなら
ないない

利用者が必要であると認識しているもの以外の事例を自動
的に提示的に提示

例）キーワード等で関連性が高いと判断される他の事例を本来の
目的の邪魔にならないように提示

④個人の知識や理解度に合わせた情報の提供と整理を④個人の知識や理解度に合わせた情報の提供と整理を
可能とするべき

最近のアプリケーションでは、ユーザの手によって自由に情最近のアプリケ ションでは、ユ ザの手によって自由に情
報を配置・情報収集した内容を自動的に保存・インタフェー
スを自分の好みに合わせて変更したりできる
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Webベースのアプリケーション開発にJava, Ajax等を利用

各必要要件の実現方法（3）

⑤学習するのに必要十分な情報を提供する必要がある

様々な情報の入力を促進するインタフェースを設計
国内の事例であれば、海外の事例の入力を要求

問い合わせをすべき担当者・担当部署の明示を要求

参考文献、関連文献へのリンクを要求

⑥データベースの活用の仕方が具体的に提示される必
要がある要がある

「活用マニュアル」や「活用成功事例集」を作成、配布し、
活用方法を周知する活用方法を周知する
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各必要要件の実現方法（4）

⑦習慣として活用するデータベースとする必要がある⑦習慣として活用するデ タ スとする必要がある

⑧継続的にコンテンツが更新されなければならない

上司が命令「継続的に利用しなさい」上司が命令「継続的に利用しなさい」

コンテンツを更新する専門の人を任命する

事例登録者には報酬事例登録者には報酬
「命令だから使う」「報酬があるから使う」＝外発的利用

自分たちのデータベースであるという感覚が薄れる自分たちのデ タ スであるという感覚が薄れる

有効的な利用が継続することが期待できない

⑦⑧の実現方法の考案 評価⑦⑧の実現方法の考案・評価

平成１９年度の検討課題

Kyoto UniversityKyoto University「学習する組織」による安全文化の醸成「学習する組織」による安全文化の醸成1717

平成１９年度の検討課題

習慣的・継続的利用への方策

あるプラントの保修課の班長

自分独自のデータベースに自分にとって有用な情報
を自分で収集

自分や部下が困っている時に活用

特に見なければならない理由がない時にでも繰り返特に見なければならない理由がない時にでも繰り返
し目を通している

「自分にとっての宝物であり眠らせたくない」

データベースの価値を認識

愛着の芽生え
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愛着の芽生え



継続的に活用する習慣が確立する場合

愛着にドライブされて、デー愛着にドライブされて、デ
タベースの参照が起こる。

デ タベ成功体験から データベース

班
長
に

ま
れ
た データベー

スへの情
報入力

成功体験から
愛着が生まれる。 への愛着

に
な
っ
た

た
責
任
感

愛着と価値の認知

データベー

た
こ
と
に

感
愛着と価値の認知
は相互作用により，
互いに深まって行く。

その価値の認知が

スの参照
に
よ
っ
て
生

徐々にデータベー
スの価値に気づく

データベース
の価値の認知

その価値の認知が
徐々に価値観に取
り込まれていく。

生
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継続的に活用する習慣が確立しない場合

愛着にドライブされて、デー
が

このギャップをどう
やって埋めるか？ タベースの参照が起こる。

データベース
への愛着

愛着が生
まれる。行

やって埋めるか？

DBへの情
報入力

への愛着

最初の立
ち上がり
の効力は

まれる。行
為
の
ト

愛着と価値の認
知は相互作用

DBの参照

デ タベ ス

の効力は
次第に薄
らいでいく

ト
リ
ガ
ー

により，互いに
深まって行く。

徐々にデ タ

その価値の認知が

データベース
の価値の認知

ー 徐々にデータ
ベースの価値に

気づく

徐々に価値観に取り
込まれていく。将来有用なのかもしれないが，

現状無くても困っていないし，
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面倒だからやりたくない。



ものに対する愛着が喚起される要因
[3][4]

そのものが自己のアイデンティティと結びついている
自身の過去と結びついている自身の過去と結びついている

自身の独自性を表現している

そのものに多くの心理的コストをかけているそのものに多くの心理的コストをかけている
短期間でも多大なコストをかける

少ないコストでも継続してかけ続ける少ないコストでも継続してかけ続ける

そのものが「自己」の欲求を満たしてくれる
好感情を得たい好感情を得たい

自己効力性（Self-efficacy）を高めたい

有能性を感じたい有能性を感じたい

社会との関係を保ちたい
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愛着醸成モデル
FORD（FOstering Attachment to Database）g

（１）収集したデータに対して各メンバ独自 （２）各メンバが独自に考（１）収集したデータに対して各メンバ独自
に考案・整理した情報を追加させ、収
集したデータとあわせて各メンバ個人
所有のデ タベ スに格納させる

（２）各メンバが独自に考
案・整理した情報に対
して、他のメンバに肯定
的な意見を返させる所有のデータベースに格納させる 的な意見を返させる

データベースにかける
が増大する

データベースが自己の
アイデンティティと

データベースに関連して
人の本質的欲求（有能性
欲求 関係性欲求）がコストが増大する

アイデンティティと
結びつく

欲求、関係性欲求）が
充足される

データベースに対する愛着の醸成が促進される
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タ 対す 愛着 醸成 促進



検証実験

目的

愛着醸成促進効果の検証

実運用に向けた指針の獲得実運用に向けた指針の獲得

方法

学大学生４０名

論文を読み、要約等をデータベースに登録する作
業を４週間実施

愛着醸成促進手法を適用したグループ（FORD群：愛着醸成促進手法を適用したグル プ（FORD群：
５名×４グループ）と適用しなかったグループ（Not-
FORD群：２０名）で、愛着の醸成度合いを比較
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FORD群：２０名）で、愛着の醸成度合いを比較

データベースに登録する情報録

登録する情報 対象登録する情報 対象

１） 論文の表題、著者、アブストラクト、 両群とも
キーワード

（いずれも論文に記載のもの）

２） 研究の目的、研究の新規性、研
究の有用性

（独自に作成、40字程度）

３） 論文の独自の要約、または感想 FOAD群のみ

（400字以上）
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実験タスクの流れ

FOAD群のみFOAD群、not-FOAD群ともに

月曜、および木曜に電子
メ ルで送られてくる論

こ
の

送
ら
れ メールで送られてくる論

文を読む 同じグループの他
の被験者が論文
デ タを登録するた

一
連
の
作

れ
る
ま

論文データを作成し、各
自の論文DBに登録

データを登録するた
びに、そのデータを
閲覧し、コメントを返
す

作
業
は
次

で
の
間

す。

登録を行なった次の日に、
論文 対する愛着を

次
の
論

間
に
行
な メンバの情報入力

論文DBに対する愛着を
アンケートにより測定

文
が

な
う

情報
は電子メールで伝

えられる。
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愛着を計測するためのアンケート

質問１

自分が れま く きたデ タベ に対し 愛着を感自分がこれまでつくってきたデータベースに対して愛着を感
じる。

質問２質問２

もしこのデータベースが消失したら残念に思う。

質問３質問３

入力している論文データに自己が現れている気がする。

質問４質問４

データベースに蓄積されている自分がこれまで入力したデー
タを見返したくなることがあるタを見返したくなることがある。

各質問に７段階尺度で回答してもらった結果の平均値を「愛着
度 バ 頼性 数
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尺度」 とした（クロンバックの信頼性計数α=0.812）



愛着醸成度合いの測定結果醸

12.00

FOAD群全体

8.00

FOAD群全体

not-FOAD群全体

尺
度

4.00

愛
着
尺

0.00

-4.00

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目 7本目
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1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目 7本目

愛着醸成度合いの測定結果醸

12.00
Gr.1 Gr.2

Gr 3 Gr 4

8 00

Gr.3 Gr.4
not-FOAD群全体

8.00

度

4.00

愛
着
尺
度

0.00

-4.00
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1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目 7本目



グループ間で違いが生じた原因の分析

Gr.2以外のGr.では交わされたコメントが「褒められた
と実感出来る メント とはな ていなか たと実感出来るコメント」とはなっていなかった

Gr.2のコメント：

内容に深く踏み込んだ上でコメント

他のGr.のコメント：

「よくまとまっている」、「読みやすい」などの
簡単・表層的なコメントのみ

Gr.2以外ではコメントのやり取りが
欲求の満足と結びついていなか た欲求の満足と結びついていなかった
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グループ間で違いが生じた原因の分析

コメントのやり取りに関する教示に問題があった

具体例を示すなどを行なっていなかった

そのため、容易に作成できる「表層的なコメント」が多くなった

Gr.２に偶然、内容に踏み込んだコメントを出しやすい
性格をもった被験者がいた

他の被験者は、この被験者から受け取るコメントを参考
にして、コメントを入力するようになった。

他の被験者の行動に同調する被験者が数多くいた

事後アンケート・インタビューでは、他の被験者からの、
コメントを参考にコメントを作成したという意見が多く
出された
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運用指針の修正

他の被験者の行動
Gr.２に偶然、内容

に踏み込んだ メコメントのやり取り 他の被験者の行動
に同調する被験者が

数多くいた

に踏み込んだコメ
ントを出しやすい
性格をもった被験

コメントのやり取り
に関する教示に問

題があった 数多くいた性格をもった被験
者がいた

題があった

指針１ 具体例を示しながら 指針２ 運用後しばらくは内容指針１：具体例を示しながら
内容に踏み込んだ
コメントを返すように

指針２：運用後しばらくは内容
に踏み込んだコメント
を意識的にだす「積極コメントを返すように

教示する
を意識的にだす 積極
的参加者」をメンバに
入れておく
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各必要要件の実現方法（4）改

⑦習慣として活用するデータベースとする必要がある

⑧継続的にコンテンツが更新されなければならない

独自に考案・整理した情報をデータに追加させる独自 考案 整理した情報をデ タ 追加さ る

運用後しばらくは内容に踏み込んだコメントを意識的
に出す「積極的参加者」をメンバに入れておくに出す「積極的参加者」をメンバに入れておく

データベースへの愛着が早期に醸成されることを期待

積極的にデータベースを利用している人が居ることを見せる積極的にデータベースを利用している人が居ることを見せる
ことにより、データベース利用の心理的障壁を低くする

他の人があまり使っていなければ自分も使わない他の人があまり使っていなければ自分も使わない
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他の人が使っているから自分も使ってみる



内発的データベースの試作と評価

平成１８年度、平成１９年度に得た知見をもとに
内発的データベースを試作

ヒヤリハット事例をグループで共有するシステム

対象ユーザ対象ユ ザ

元請け会社の方々

現場の監督的な立場現場の監督的な立場

普段業務でパソコンを使う機会がある

Kyoto UniversityKyoto University「学習する組織」による安全文化の醸成「学習する組織」による安全文化の醸成3333

システムの概要：トップページ

システムにログインするためのページに、システムとは関係の無
い有用な情報も載せる（ホームページに設定してもらうことを期待）い有用な情報も載せる（ホ ムペ ジに設定してもらうことを期待）

Kyoto UniversityKyoto University「学習する組織」による安全文化の醸成「学習する組織」による安全文化の醸成3434



システムの概要：トップページ

最新のニュースのヘッドライン（自動更新）
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システムの概要：トップページ

システム利用者居住地域の天気予報（自動更新）
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システムの概要：トップページ

ログインページへのリンクと共に、システムの更新情報
（新しく登録された事例数 掲示板への新規投稿数）を表示（新しく登録された事例数、掲示板への新規投稿数）を表示

Kyoto UniversityKyoto University「学習する組織」による安全文化の醸成「学習する組織」による安全文化の醸成3737

事例登録・閲覧画面録
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事例登録・閲覧画面録

ハットヒヤリ事例の経過を図で表現
ハットヒヤリが発生した状況を独自に考案・整理ハットヒヤリが発生した状況を独自に考案・整理

登録者オリジナルの情報の追加

人は努力をするとその努力が無駄にならない様に自分の態度を変え
る傾向があるる傾向がある

出来事・要因・対策を明確にする
登録者の頭の中の整理登録者の頭の中の整理

出来事・要因・対策に対象を絞った検索が可能

閲覧者にとっても事例を理解しやすい

労力が多すぎる・作業が難しすぎると事例の登録数が
減ってしまう

少ない労力で図を作成できるようにインタフェースを工夫

文章だけの登録も可（後に図を作成できる）

覧中 事例 関連 た事例を自動的 提
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閲覧中の事例に関連した事例を自動的に提示

マイページ
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マイページ
作成した事例を公開する際には、事例を自分のデータベースに
一旦保存した後に公開

作成した事例は自分のものであると感じさせる

登録した事例の一覧は１頁に表示（インタフェースは多少犠牲）
事例が溜ま くると達成感事例が溜まってくると達成感

ランキング表示
事例登録数 掲示板投稿数事例登録数、掲示板投稿数

貢献ポイント
システムで行った操作に応じてポイントを追加

事例の作成 公開 掲示板 の投稿 他の事例の閲覧等事例の作成・公開、掲示板への投稿、他の事例の閲覧等

人は、目の前に目標があると、やってみたくなる

ランキングでは常にトップになりたい人も居る

ランキング一番最後は居心地が悪い

ただし、知らさせるのは順位のみで、他のメンバーの具体的なポイントは
知らされない
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知らされない

掲示板
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掲示板

事例を見ながら他のメンバーと議論できる場を提供

有用な投稿には「役に立った」という評価が可能

掲示板の更新を知らせる機能

新しい投稿があった場合

自分の投稿に対して返信があった場合

メンバー全員に明示的にメッセージを投稿する機能

メンバー全員にアイデアを募集する場合等メンバ 全員にアイデアを募集する場合等
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事例共有ページ
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事例共有ページ

キーワードで事例を検索可能

気になる事例は「お気に入り」に登録

お気に入りに登録した事例はマイページで閲覧可能

他人が登録した事例を複製

他人が登録した事例をベースに、自分が関係している現場他人が登録した事例を スに、自分が関係している現場
でのヒヤリハットを考案する
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その他

一度公開した事例を修正できる

他のメンバーの意見を参考

他のメンバーが公開した事例を参考

情報量が非常に少なく有用性が明らかに低い事例を減らす
効果を期待

少しでも他のページを閲覧する気持ちを起こさせる

まだ見ていない事例・まだ読んでいない投稿を明示

自分と関係が強い情報に他のメンバーからアクセスがあっ
たことを明示

事例の閲覧回数、掲示板の閲覧回数、掲示板への投稿数

事例の複製情報

他人に事例の閲覧を推薦する機能
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他人に事例の閲覧を推薦する機能



システムの運用指針

積極的参加者の導入

システム導入の初期段階で、組織のメンバーのシステムの
利用を促進する活動を行う

活動は 通常参加者 事例登録や掲 板 投稿数が蓄活動は、通常参加者の事例登録や掲示板への投稿数が蓄
積されるまで

システムの使用を習慣付けるキッカケを与える役割

小さな行動が適切な行動・成功であったと感じさせる

これなら自分でもできると感じさせる（自己効力感）

メンバー間のコミュニケーションを促進
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積極的参加者の行動指針積

小さな事に対する報酬を即時に与える
（スモ ル ステップ 即時フィ ドバック）（スモール・ステップ、即時フィードバック）

行動に対する応答をすぐに返す

（ただし 簡単過ぎる・表層的な応答は逆効果）（ただし、簡単過ぎる・表層的な応答は逆効果）

登録した事例をしっかりと見ていることが伝わる応答を返す

小さな事をしっかりと見てもらえた・役に立ったという感覚小さな事をしっかりと見てもらえた 役に立ったという感覚
（達成体験）

最初に他のメンバーのお手本となる行動を示す最初に他の ン のお手本となる行動を示す
システム運用の初期段階で手本となる事例を登録・発言を
投稿

命令は厳禁
肯定的なコメントを心がける（言語的説得）
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「やらされている」という感覚を持たせない



試作システム・運用指針の評価

実験目的
システムの有用性の評価 問題点 運用指針の具体化システムの有用性の評価、問題点、運用指針の具体化

実験方法
原子力発電プラント元請け会社社員３０名原子力発電プラント元請け会社社員３０名
（３プラント各１０名）

通常メンバー５名、積極的参加者１名（現場経験有の研究者）通常 名、積極 参 者 名（現場経験有 研究者）
のグループを６グループ作成

通常メンバーには、システムのインタフェース等を評価しても
らうようにお願いらうようにお願い

積極的参加者には、前述の積極的参加者の行動指針を説明

実験期間実験期間
１月１３日から２月６日までの土日を含む２５日間
（期間終了後もシステム運用は継続）
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（期間終了後もシステム運用は継続）

主な活動の累計（全メンバー合計）
（ページを訪問、掲示板に投稿、事例を作成・修正した回数の累計）（ を訪問、掲 板 投稿、事例を作成 修 回数 累 ）
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評価の中盤あたりから、活発なグル プと非活発なグル プに分かれている

実験期間終了後もシステムを利用している参加者がいる



ログイン回数（全メンバー合計）
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各グループ１名づつ、ログイン回数が少ない参加者がいる（実参加人数に大差は無い）
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その他の参加者は、実験の前半は定期的にログイン（閲覧はしている）

主な活動の累計（積極的参加者のみ）積
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（特にグループ１全期間、グループ６初期）



公開事例件数（全メンバー合計）
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Group3 : 事例公開数 17件1名、10件1名 （ノルマ5件）

掲示板投稿件数（全メンバー合計）
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Group2 : 投稿数計52件 21件1名、19件1名

評価開始からの経過日数（日）
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Group3 : 投稿数計111件 52件1名（ポイント稼ぎ参加者）、27件1名、19件1名



グループ１（非活発）の活動の特徴

積極的参加者は、評価開始時に予め登録してあった
事例に対してのみ メント事例に対してのみコメント

他の参加者からの応答が非常に少ない

（他グループで参加者が登録した事例に対して出されたコメ
ントには応答が多い）

メ トに対し 応答する責任を負う人が明確 な 為コメントに対して応答する責任を負う人が明確でない為？

積極的参加者から掲示板に投稿された質問が基本
がルールに関するものが多い

通常参加者から出された質問・登録された事例に対し録
て誰もコメントしていない

積極的参加者の行動指針を修正する必要がある
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積極的参加者の行動指針を修正する必要がある

グループ２（活発）の活動の特徴

通常参加者が登録した事例に対しての掲示板投稿が
実験の初期段階から多い実験の初期段階から多い

投稿に対して２，３日以内に回答

験 初 階 安全意実験の初期段階で安全意識に関する話題

各掲示板でグループ構成員の最低３名がコメント
単 情報 換 緒 考（単なる情報交換ではなく、一緒に考えている）

お互い、安全意識が高いことを確認？

掲示板での投稿

コミュニケーションしている相手が明確になっている
「＊＊様」

仲間意識（ある一人の投稿がキッカケ）
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「本日もご安全に！！」「頑張っていきましょう」



実験により得られた知見（１）

データベースの活性化は導入直後がポイント

実験開始直後は 事例作成 掲示板投稿は行わないが実験開始直後は、事例作成・掲示板投稿は行わないが、
定期的にログインして状況を見るだけの参加者(ROM)が多い

ユ ザが事例を登録しても反応が無ければ そのユ ザもシユーザが事例を登録しても反応が無ければ、そのユーザもシ
ステムを使わない様になってしまう（非活発だったグループの
事後アンケートから「投稿しても反応が無く、有意義でなかっ事後アンケ トから 投稿しても反応が無く、有意義でなかっ
た」という意見有り）

積極的参加者が役割を果たすには現場に関する豊富な積極的参加者が役割を果たすには現場に関する豊富な
知識が必要

素人の質問は答える気を無くす？（一般の掲示板でも「過去の素人の質問は答える気を無くす？（ 般の掲示板でも「過去の
ログを見てから質問しろ」とコメントするユーザがいる）

技術的な内容よりも安全意識に関する内容の方が議論は活発
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技術的な内容よりも安全意識に関する内容の方が議論は活発
になる（技術的な内容は単なる情報交換に終わる）

実験により得られた知見（２）

データベースの活発な利用を促進するにはヒヤリハット
事例は利用者が自ら登録するべき事例は利用者が自ら登録するべき

システム管理者が登録した事例では活発な議論が起こらな
い（最初のコメントに対して回答する責任者が居ない）い（最初のコメントに対して回答する責任者が居ない）

積極的参加者は、システム管理者が登録した事例ではなく、
ユーザが登録した事例に対してコメントするべきユ ザが登録した事例に対してコメントするべき

システム運用開始時に事例を予め登録する場合、選別した
事例を登録する必要がある事例を登録する必要がある

事後アンケートからも、「事前に登録されている事例からは、有用な情
報が得られなかった」という回答あり

活発な議論が起こるには最低３名の実参加者が必要
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今後の課題

実験結果のさらなる分析

グ プグループ間で差が生じたのは、各メンバーの性格の差によ
るものなのか、コミュニケーションの進展の仕方によるものな
のかのか

内発的データベースが満たすべき必要条件とその実
現方法のさらなる検討現方法のさらなる検討

内発的データベースの個々の必要要件が、
どの程度影響力があるのかどの程度影響力があるのか

実験により得られた事例情報・掲示板への投稿内容
の有効利用の有効利用

１５０件近いヒヤリハット事例の登録

板
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２５０件近い掲示板への投稿
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